










わが国の妊産婦死亡率は、年々減少の傾向を示している。医学全般の進歩を背景とした産

婦人科医療の発展が基盤となっていることは間違いないが、その他にも、社会環境の改善、

医療に対する国民意識レベルの向上などの関与も考えられる。そこで、妊産婦死亡率の年

次推移、地域差などを中心に、母子衛生の主なる統計(厚生省児童家庭局母子衛生課監修:

昭和 59 年刊行)から得られる情報を基に解析し、妊産婦死亡率に影響する諸因子の検討を

行った。 


